
三森
勝義さん 良子さん

（高森・旭通）

中川
堅守さん フミヨさん

（高森・上在）

甲斐
利文さん 紗代子さん

（高森・下町）

工藤
明善さん 清子さん

（下切・大切畑）

馬原
昭郎さん ユキ子さん

（津留・新町）

児玉
範幸さん カチ子さん

（高森・森）

岩下
靖彦さん イツ子さん

（高森・昭和）

下田
辰男さん フジ子さん

（高森・上町）

西田
義一さん 美惠子さん

（河原・当尾野）

古田
文哉さん 小夜子さん

（色見・戸狩）

岩下
紀久雄さん 幸子さん

（高森・森）

佐藤
安雄さん 美惠子さん

（高森・村山）

小林
丸夫さん ヤエ子さん

（高森・昭和）

小林
重男さん ツミエさん

（高森・下町）

今村
生雄さん チミエさん

（高森・昭和）

佐竹
富保さん イマさん

（高森・昭和）

白石
三士さん 節さん

（河原・市野尾）

島田
賴男さん フミ子さん

（高森・天神）

甲斐
良藏さん エキさん

（永野原・大楢木）

安方
慶喜さん 小百合さん

（色見・中園）

宇藤
朋喜さん エツさん

（色見・西丁）

後藤
英範さん ミス子さん

（上色見・前原）

津留
平八さん 信子さん

（高森・津留）

津留
義元さん 一子さん

（高森・森）

芹口
秋由さん ツギ子さん

（草部・社倉）

楢木野
開さん ムツ子さん

（上色見・西中原）

阿南
昭さん 美智子さん

（草部・社倉）

甲斐
喜代紀さん サエ子さん

（中・中村）

金婚夫婦（結婚50周年） 昭和41年1月1日から昭和41年12月31日までにご結婚されたご夫婦が対象（年齢基準日：平成28年9月1日）

昭和30年9月1日から昭和31年8月31日までにご結婚されたご夫婦が対象（年齢基準日：平成28年9月1日）ダイヤモンド婚夫婦（結婚60周年）

結婚70周年
おめでとうございます

　終戦直後から、70年間、喜怒哀楽を共に分かち
合ってきた芹口さんご夫婦。
　長く夫婦関係を保つ『秘訣』を尋ねたところ、

『たまには喧嘩もする。』と、おっしゃった芹口さん。
　お互い意見を言い、ストレスを溜めない仲でい
ることが大事、ということでしょうか。

　今年もボランティアに
より、各ご夫婦の記念写真
を撮影していただきまし
た。細かい配慮で高品質な
仕上がりとなっています。
ありがとうございました。

撮影：福永 絋喜さん（高森・下町）
　
　

高
Ｓ
Ｐ
Ｏ
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
） 

の
助
成
を
受
け
た

事
業
で
す
。

問 高ＳＰＯ事務局
☎６２－２９９１

http://www.takaspo.jp/

※スマホ、携帯からでも閲覧可能です。
   ＷＥBページもぜひご覧ください！

　
8
月
7
日
（
日
）、8
日
（
月
）
の
2
日
間
、

人
材
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、
町
内
の
小

学
生
12
名
と
南
阿
蘇
村
の
小
学
生
2
名
が
天

草
で
体
験
交
流
を
行
な
い
ま
し
た
。
1
日
目

は
、
五
和
町
の
陶
芸
教
室
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

皿
や
コ
ッ
プ
作
り
を
体
験
。
そ
の
後
、
イ
ル

カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
海
水
浴
を
楽
し
み
、
夜

は
茂
串
地
区
の
子
ど
も
会
の
皆
と
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
や
魚
釣
り
を
し
ま
し
た
。
2
日
目
は
早

朝
、
漁
港
を
見
学
。
初
め
て
の
『
セ
リ
』
の

迫
力
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
に
乗
り
、
間
近
に
見
る
魚

に
、
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
14
名
の
子

ど
も
た
ち
は
異
文
化
体
験
を
し
、
充
実
し
た

2
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
次

世
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い

で
す
。

　　
8
月
11
日
（
木
）
に
、
熊
本
地
震
復
興
・

南
阿
蘇
鉄
道
復
旧
支
援
を
兼
ね
、
阿
蘇
世
界

農
業
遺
産
認
定
記
念
・
第
４
回
た
か
も
り
ジ

ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
、
休
暇
村
「
南
阿

蘇
」
芝
生
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
1

～
3
年
生
ま
で
の
32
チ
ー
ム
が
参
加
し
リ
ー

グ
戦
を
行
い
ま
し
た
。
高
Ｓ
Ｐ
Ｏ
か
ら
も
１

～
３
年
生
が
出
場
。
日
頃
の
レ
ッ
ス
ン
で
身

に
つ
け
た
プ
レ
ー
を
発
揮
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
3
年
生
は
見
事
優
勝
！

　
高
Ｓ
Ｐ
Ｏ
サ
ッ
カ
ー
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍

に
期
待
で
す
！

　

９
月
24
日
（
土
）

草
部
吉
見
神
社
に
あ

る
、
２
枚
の
大
絵
馬

に
新
た
に
も
う
１
枚

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、草
部・大
切
畑
出
身
で
現
在
大
阪

に
在
住
の
倉
田
正
一
さ
ん
が
、
故
郷
で
あ
る

草
部
に
思
い
を
寄
せ
、
奉
納
し
た
も
の
で
す
。

　
既
存
の
大
蛇
伝
説
が
描
か
れ
た
大
絵
馬
の

修
復
を
、
倉
田
さ
ん
の
中
学
時
代
の
恩
師
で

あ
る
怒ぬ

留る

湯ゆ 

誓ち
か
いさ
ん
（
菊
池
市
在
住
）
が

吉
見
神
社
か
ら
受
け
て
い
る
こ
と
を
知
る

と
、
奉
納
用
に
も
１
枚
描
い
て
欲
し
い
と
お

願
い
を
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
寄
進
し
た
の
が
、
今
年
７
月
の

吉
見
神
社
で
行
な
わ
れ
た
夏
祭
り
の
日
で

す
。
大
蛇
伝
説
の
大
絵
馬
が
、
拝
殿
内
部
の

正
面
に
、
そ
し
て
、
新
し
い
竜
の
大
絵
馬
が

右
側
に
飾
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

が
、
バ
ラ
ン
ス
を
見
て
、
左
側
に
も
飾
る
絵

馬
を
、
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
更
に
新
し
く

虎
の
絵
を
描
い
て
も
ら
い
、
奉
納
の
運
び
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
絵
馬
に
は
、
震
災
が
も
う
二
度
と
起

き
ま
せ
ん
よ
う
に
、
と
い
う
倉
田
さ
ん
と
怒ぬ

留る

湯ゆ

さ
ん
両
名
の
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
草
部
地

域
の
た
め
に
貢
献
す

る
倉
田
さ
ん
を
囲
み
、

『
草
部
元
気
会
』
と
い

う
名
の
懇
親
会
が
開

か
れ
、
総
勢
80
名
も

の
人
が
美
味
し
い
食

事
に
舌
鼓
を
打
ち
な

が
ら
、
よ
り
一
層
の

親
交
を
深
め
ま
し
た
。

★
高
Ｓ
Ｐ
Ｏ
青
少
年
異
文
化
体
験
交
流

★
第
４
回
た
か
も
り
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
大
会

敬
老
会

祝

感
謝
を
込
め
て

津留　セキ子さん（高森・横町）近藤　仲市さん （高森・横町） 甲斐　トキオさん （草部・社倉）

　『
敬
老
の
日
』
に
際
し
、
高
森
町
で
も
、

９
月
の
中
旬
か
ら
各
地
区
で
敬
老
・
長
寿

を
お
祝
い
す
る
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
地
区
に
よ
っ
て
は
趣
向
を
凝
ら
し
、

に
わ
か
や
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
な
ど
の
演
芸

を
準
備
し
、
参
加
者
は
近
隣
の
方
々
と
会

食
し
な
が
ら
お
喋
り
に
花
を
咲
か
せ
る
な

ど
し
て
終
始
、
和
や
か
な
催
し
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
１
０
０
歳
の
長
寿
を
祝
い
、
今

年
は
３
名
の
方
に
内
閣
総
理
大
臣
と
高
森

町
か
ら
の
表
彰
状
と
記
念
品
が
草
村
町
長

か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
つ
ま
で
も
、
若
々
し
く
健
康
で
あ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

多
年
に
わ
た
り
社
会
に

つ
く
し
て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、

長
寿
を
祝
う

草
部
吉
見
神
社

大
絵
馬
奉
納

（左）倉田さん （右）怒
ぬ

留
る

湯
ゆ

さん

平成28年10月3日発行広報たかもり 686号 （2）（3）


